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研究成果の概要（和文）：本研究では，南米，パタゴニア地方，ソムンクラ・カンケル台地を構

成する大規模玄武岩層が超背弧マグマ成因論を構築する上で模式地である点に着目し，地質調査，

岩石試料の系統サンプリング，全岩化学組成およびK-Ar年代測定を実施して来た．その結果，同

地域のマグマ成因論は，28～20 Maに起こったナスカプレートの急激な回転運動により，沈み込

んだスラブが上方へ押し上げられ，410km以深のマントル遷移層直上部が隆起し，これがトリガ

ーとなって含水ウォズリアイトの脱水・溶融が起こり，この含水マグマがソムンクラ・カンケル

台地を形成した，とするシナリオを支持する． 

 

研究成果の概要（英文）：As a typical “extra back-arc” province in the world, we focused on 

the Somuncura-Canquel province, Patagonia, Argentina, and investigated their occurrence, 

collected the basaltic rocks and determined both their major & trace element compositions 

and K-Ar ages. Our results suggest the following scenario of its magmatism; uppermost 

“wet” mantle transition zone beneath the region might be up-warped triggered by the slab 

rotation of the Farallon-Nasca plate between 28 and 20 Ma, and a hydrous melt might be 

produced to change hydrous wadsleyite to olivine in the up-warped parts.  
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１．研究開始当初の背景 

島弧・大陸弧−海溝系における火成作用は沈み
込んだ海洋プレートから放出されるH2Oによ
りプレート直上のマントルウェッジが部分溶
融することで起こる．マントルウェッジ最下
部ではH20 を固定していた含水鉱物が深さ
100 km から200 km の間で完全に分解される
ため，一般に島弧・大陸弧の火成作用はプレ
ート度がこの範囲内（トレンチからの距離で
平均的に300-400 km 付近）に限定される．一
方，世界の主要な火山弧に着目すると，アン
デス弧や東北日本弧・伊豆-小笠原弧，など，
その全体の半分の火山弧において「超背弧」
（トレンチから400 -700km でスラブ深度が
約400 km 以深）で第三紀から完新世にかけて
規模の大きい玄武岩質マグマの活動が起こっ
ている．従来，「超背弧」の火成作用はマン
トル熱異常もしくは小規模なマントルプルー
ムに起因するとの考えが主流であった. 
 

２．研究の目的 

我々は，「超背弧」の火成活動が沈み込み帯
に伴う定常的なテクトニズムがトリガーとな
り，410 k m 以深のマントル遷移層・含水ウ
ォズリアイトの脱水・溶融を引き起こすこと
で生じる，とする新しいマグマ成因論を作業
仮説として提案する．これを実証するために，
対象地域（模式地）の盤石な地質・岩石化学
データに基づき「超背弧」マグマ成因論を構
築し，「超背弧」を「中央海嶺」，「ホット・
スポット」および「島弧・大陸弧」に次ぐ，
地球上の第4 のマグマ生成場として確立する
ことが本研究の目的である． 
 

３．研究の方法 

本研究の対象地域は，火山弧の「超背弧」に
おいて，a) 火山地域の規模が最大級であるこ
と，b) 島弧・大陸弧と超背弧地域の位置関係
が明瞭（背弧海盆の拡大や島弧会合などがな
い）であること，c) 島弧・大陸弧に沈み込む
プレートの運動変遷が比較的良く判っている
ことから，南米・パタゴニア北部に分布する
ソムンクラ・カンケル台地を「超背弧地域」
の模式的な地域として選定し，これらを構成
する新生代火山岩類の産状を精査・試料採取
し，噴出年代・岩石化学的特徴から同玄武岩
質マグマの成因解明を図る． 
 
４．研究成果 
本研究では，南米・パタゴニア地方，ソムン
クラ・カンケル台地を構成する大規模玄武岩
層について，産状の記載，岩石試料の系統サ
ンプリング，全岩科学組成およびK-Ar年代測
定を実施して来た．その結果，以下のことが
明らかになった； 
1) 同台地およびその周辺に分布する火成活
動は，ステージ I (36 Ma), ステージ II 

(27-20 Ma：噴出量が最大), ステージ III 
(18- 10 Ma), ステージ IV (5.6-0.34 Ma) に
区分され，36-20 Maの台地玄武岩類の火成活
動では，東方（トレンチからより背弧側へ）
に時代とともに移行し，18-0.36 Maのポスト
台地玄武岩の火成活動は西方に移行する．ま
た，玄武岩マグマの噴出量が最大であるステ
ージ IIは，ナスカプレートが急激に回転運動
をする時期と一致する． 
2) 同地玄武岩類の化学組成の特徴は，通常の
プレート内玄武岩に比べ流体と親和的なLIL
元素に富む傾向がある．ステージ IおよびIII
～IVの玄武岩類は火山フロントの玄武岩のよ
うな顕著なNb, Taの枯渇は見られないが，そ
れらと同様の，例えば，高いK/La比，低いBa/Th
比の特徴を示すが，ステージ IIの玄武岩類は
低いK/La比，高いBa/Th比の特徴を示し，明ら
かにスラブ由来の流体の特徴と異なる．現段
階で，これらの特徴を説明し得るマグマ成因
論は，28～20 Maに起こったナスカプレートの
急激な回転運動により，沈み込んだスラブが
上方へ押し上げられ，マントル遷移層直上部
が隆起し，これがトリガーとなって脱水・溶
融が起こり，この含水マグマがソムンクラ・
カンケル台地を形成した，とするシナリオで
ある． 
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